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２月９日（金）一歩一歩の尊さ 

 仕事はいくらでもある。あれも作りたい、これもこしら

えたい、こんなものがあれば便利だ、あんなものもできる

だろう、と次から次へと考える。そのためには人が欲しい、

資金が欲しいと願うことには際限がないが、一歩一歩進む

よりほかに到達する道があろうか。それは絶対にない。や

はり、一歩一歩のつながり以外に道はない。坦々たる大道

を一歩一歩歩んでゆけばそれでよい。策略も政略も何もい

らない。一を二とし、二を三として一歩一歩進んでゆけば

ついには彼岸に到達するだろう。欲しいと願う人も一人増

え、また一人増えてついには万と数えられよう。一歩一歩

の尊さをしみじみ味わわねばならぬ。 

 

2 月 10 日（土）同行二人 

 弘法大師さんが開かれた高野山にある霊場に詣でる人

びとの菅笠には、みな一様に“同行二人”とかいてある。

どこにいようと、どこに行こうと、自分は一人ぼっちでは

ない、いつもお大師さまと二人という意味である。 

 つまり、これら信仰三昧の人びとの心の中には、いまも

なお大師は生き生きと存在しておられるのである。 

もちろん、大師の生身の身体が、そのままここにあると

いうわけではない。しかし、大師はいまもなおここにおわ

すと感じること、また感じようとつとめるところに、大師

の教えが永遠に生きてくることになる。真理は永遠に生き

るというのは、こんな姿を言うのであろうか。 

 

2 月 11 日（日）国を愛する 

わが国は戦後、相当立派な成長発展を遂げてきましたが、

不思議に愛国心という言葉がお互いの口から出ません。と

きたま出ても、あまり歓迎されない状態です。愛国心とい

うものは、国を愛するあまりに他の国と戦いをすることに

なるという人もあります。しかし決してそうではないと思

います。国を愛すれば愛するほど、隣人と仲よくしていこ

う、友好を結んでいこう、ということになるだろうと思う

のです。お互いが自分を愛するように国を愛し、隣人を愛

す、そうすることによってそこに自分の幸せも築かれてい

くと思うのです。そのような姿をお互いに盛りあげていく

ことが、国民としての大きな使命ではないでしょうか。 

 

2 月 12 日（月）部下の提案を喜ぶ 

従業員の人びとが喜んで仕事をする姿をつくるには、上

司なり先輩が、部下なり後輩の提案を喜んで受け入れると

いうことが大切だと思います。それがいますぐには実際に

用いることができないような提案であったとしても、その

行為なり熱意なりは十分に受け入れる。つまり、発案をす

ればするほど上司が喜ぶという雰囲気が非常に大事だと

思うのです。 

 部下の提案に対して、「いや君だめだ」と言う。また来

る。「ああ君、これもだめだ」と言うようなことでは、「提

案してもムダだ、やめておこう」ということになり、決ま

った仕事しかしなくなってしまうでしょう。それでは、進

歩も向上も生まれてこないのです。 

 

２月 13 日（火）一人の力が伸びずして…… 

自分は一年にどれだけ伸びているか、技術の上に、ある

いは社会に対する物の考え方の上に、どれだけの成長があ

ったか、その成長の度合をはかる機械があれば、これは簡

単にわかります。しかし、一人ひとりの活動能力というか、

知恵才覚というか、そういう総合の力が伸びているかどう

かをはかる機械はありません。けれども、私は五％なり

十％、あるいは十五％伸びた、と自分で言えるようでない

といけないと思います。やはり一人ひとりが、自分の力で

どれだけのことをしているかということを反省してみる

ことが大切です。 

一人ひとりの力が伸びずに社会全体の力が伸びるとい

うことはないと思うのです。 

 

２月 14 日（水）顔も商品 

私はいままであまり容貌に注意せず、ゾンザイな点が多

かった。ところがたまたま銀座のある有名な理髪店に行っ

たところ、そこのお店の人から次のように言われたことが

あった。 

「あなたは自分で自分の顔を粗末にしているが、これは

商品を汚くしているのと同じだ。会社を代表するあなたが

こんなことでは、会社の商品も売れません。散髪のためだ

けでも、東京に出てくるというような心がけでなければ、

とても大を成さない」 まことにもっとも千万で、至言な

る哉と大いに感心し、それ以来、多少容貌に意を用いるよ

うにもなった。私はその人から貴重な当世哲学を教えられ

たのである。 

 

２月 15 日（木）自己勧照 

 自省の強い人は、自分というものをよく知っている。つ

まり、自分で自分をよく見つめているのである。私はこれ

を“自己観照”と呼んでいるけれども、自分の心を一ペん

自分の身体から取り出して、外からもう一度自分というも

のを見直してみる。これができる人には、自分というもの

が素直に私心なく理解できるわけである。 

 こういう人には、あやまちが非常に少ない。自分にどれ

ほどの力があるか、自分はどれほどのことができるか、自

分の適性は何か、自分の欠点はどうしたところにあるのか、

というようなことが、ごく自然に、何ものにもとらわれる

ことなく見出されてくると思うからである。 

 


